























































































































































































































20 人間福祉研究 第１２号 ２００９
事だと思うのですね。
時間がそろそろ来ましたので、私が今の時点で考える上質な生活支援というのは、困りごと
を抱えた人が、やはり、原則、「自分で何とかできたのだ」と。まあ、飯田さんにもちょっと
お世話になったかもしれないけど、「俺が頑張った」「私が頑張った」というふうな思いは、基
本にあるべきだと思います。かつ、そういう専門家や、おそらく皆さんの中でも多くいらっしゃ
ると思うのですが、そういう相談を受けた人は、目立たずに、困りごとを抱えた人の生活をき
ちんと考えていくことができる人間であるのだと考えます。
ご静聴どうもありがとうございました。
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